
現代中国人が抱く対日イメージの形成における
情報源の役割

The Effect of Information Sources on Modern Chinese Images to Japan

江　暉*
Jiang Hui

53

*  東京大学大学院学際情報学府博士課程

キーワード：対日イメージ、情報源

本稿は中国人の「対日イメージ」という現実

問題に焦点を当てたい。ここ数年、日中両国の

間に政治的、外交的摩擦が多発しており、緊張

関係が高まる中、両国民の相互イメージがます

ます重視されており、様々な次元で語られるよ

うになった。日本社会において、暴徒化まで

エスカレートする「反日」デモを繰り返してい

る中国人は日本に対して深い憎悪を抱いている

という「反日論」が定着する傾向にある。学術

的に明確な定義づけをされているわけではない

が、「反日」とは、社会通念上「日本の一部

または総体に対して反対する感情・言論・行

動の総称である」と理解されており、これま

で多くの研究に目が向けられている。またそれ

と関わって「反日」感情の形成に関する議論も

散見できる。中では、中国共産党が主導する

「愛国教育」を主な原因とする見方が多くみら

れ、とりわけ学校の歴史教育（古森，2001）

及び「反日ドラマ」、「反日映画」（武田，

2005；水谷,2005）に対する批判が際立ってい

る。

しかし、中国人の対日イメージを単純に「反

日」の一言に収斂できるのか、という疑問が浮

かび上がる。これを明らかにしない限り、その

形成過程を検討するのは無理があるだろうと言

わざるを得ない。また、人間の「態度」形成の

要因として、「個人のパーソナリティ」と「欲

求充足の　過程」という内的原因の他に、「情

報への接触」と「集団からの影響」などの外部

からの影響が指摘されている（Krech他,1962;

榊,2004）。「態度」研究の延長線上にある外

国イメージの形成に関しても、実際に教育やマ

スメディア、説得的コミュニケーション、直接

接触などの情報源の効果が検証されている（御

堂岡,1990）。これに基づいて考えれば、現時

点では中国人の対日イメージの形成過程に対し

て行われた考察は内容的に体系的且つ充分であ

ると言い難い。また、研究方法の側面から見て

も、上述の先行研究は歴史教科書やドラマ、映

画に対してある程度内容分析を行っているもの

１．はじめに
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の、情報の受け手の立場から検証していないと

いう問題点が無視できない。すなわち、現在の

中国人の日本に関する情報源を全面的に把握す

ることが現実的に要請されていると言えよう。

そこで、本稿はまず中国人の抱く対日イメー

ジの現状を示した上で、情報源の利用という側

面からイメージの形成プロセスにアプローチ

し、実証的な考察に基づいて両者の関連性を明

らかにしたい。

図1.　本研究のフレームワーク

２．研究方法

本稿は著者が2012年5月から6月にかけて中

国で実施した質問紙調査の結果を用いて分析を

行う。調査はランダム・ロケーション抽出法に

基づき、中国本土の全7地域（東北と華北、華

東、華南、華中、西南、西北）で、地域ごとに

省一つ、省ごとに市一つ、市の都市部ごとに区

一つ（またそれに準ずる行政単位）、区ごとに

大型集合住宅二つ（内の一つは予備用）をラン

ダムに抽出し、留置回収法と集合調査を併用し

て実施した（1）。有効回収数は合計1152票、全

体回収率は59.6％となる（2）。サンプルの詳細

構成は文末脚注（3）を参照されたい（3）。中

国の「第六次人口調査」の結果に比べ、今回抽

出したサンプルにおいて20代、30代及び高学

歴者の比率が高いことは否めない（4）。これに

関して、本調査は教育が発達している都市部で

サンプリングしたことが主な原因として挙げら

れ、加えて国際事情やメディア利用に関する合

計41問の質問項目を含めた今回の調査票は、

分量的にも内容的にも低学歴者や高齢者にとっ

て大きな負担となることも回収率に影響を及ぼ

したのではないかと考えられる。以下では、こ

のサンプルの特徴を念頭に入れながら考察を進

めたい。

2.1　調査の概要とサンプルの構成
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御堂岡（1990）の指摘によると、「外国イ

メージ」は具体的に「認知」（対象の属性につ

いての概念）と「評価」（優劣についての評

価）、「感情」（好悪の感情）、「行動」（対

象に対する行動意図）という4つの要素から構

成されている。この知見に基づき、「好感度」

を重視するこれまでの研究と異なり、本研究は

調査で「認知・評価」と「感情」、「行動意

図」の多指標を用いて対日イメージを測った。

また、日本を含む8ヶ国を比較し、国と国民、

国民では男性と女性を区別してそれぞれに対す

るイメージを考察したのも本調査の特徴と言え

る。

具体的に、「認知・評価」要素の測定は日本

に関する9組、日本人に関する18組のSD項目を

用いた（5）。「感情」要素は「好感度」尺度、

「行動意図」は「警戒度」（「日本に対して

警戒を持つべきだと思うか」）と「模範度」

（「日本を見習うべきだと思うか」）、「親密

志向」（「今後日本ともっと協力して、親密

な関係を築くべきだと思うか」）、「関心度」

（「日本に対して関心を持っているか」）、

「社会的距離」（日本での「短期滞在」と「長

期居住」の希望、及び「日本男性に対する行動

意図」と「日本女性に対する行動意図」計4項

目（6））の5つの尺度を用いて五件法で考察し

た。

図2は日本を含む8ヶ国に対する「認知・評

価」の平均得点を示している。全体として、発

展途上国に比べ、日本の先進的要素が高く評価

されているものの、先進国の中では最も脅威な

存在として認知されていることが印象的であ

る。日本の得点に因子分析をかけると、「脅

威性」と命名し得る第1因子と「先進性」と命

図2.　国に対する「認知・評価」得点の8ヶ国比較（江,2014a）

2.2.　使用変数の説明

　2.2.1　対日イメージの実態
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名した第2因子が抽出された。日本人に対する

「認知・評価」は図3に示されるように、日本

男性と日本女性イメージに見られる歴然とした

差が非常に興味深い。因子分析の結果で、男

性は2因子が抽出され、それぞれ「行動性」と

「人間性」と命名した。それに対して、女性で

は因子1つのみが抽出され、「不真面目な－真

面目な」や「狡猾虚偽－誠実真摯」など伝統的

な日本人の特性と思われる項目の因子負荷量が

上位にあったため、「伝統性」と命名した（因

子分析の詳細は文末の注7を参照）（7）。

感情要素と行動要素に関する考察結果を表1

にまとめた。日本に対する好感度の低さが一目

瞭然であり、警戒度と親密志向の結果も決して

楽観的であるとは言えないが、模範度及び関心

度はアメリカに次いで高かった。全体的には、

対日イメージにおいて、アンビバレントな部分

の存在が目立っている。

図3.　日本人に対する「認知・評価」（江,2013a）
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表1．　感情及び行動意図の平均得点の8ヶ国比較（江,2013a）

情報源に関して、本調査は【直接接触】

（「旅行や出張による短期滞在」、「半年以

上の長期居住」、「日本人の友人がいる」、

「友人ではないが、日本人と接触がある」

の4項目）、【学校教育】（「教科書・学校

教育」、「日本語の学習経験」の2項目）、

【メディア】（24項目）及び【対人コミュニ

ケーション】（「家族・友人との会話」の1

項目）という4カテゴリー、合計31項目を設

置した。メディアの詳細項目については、龐

（2012a;2012b）を参考にし、国産メディアと

海外メディア、国営メディアと地方メディア、

及び伝統的マスメディアとニューメディアで

あるインターネット、特にドラマ・映画に関し

て戦争ドラマ・映画をその他題材の作品と区別

し、以下のような5カテゴリー合計24項目に分

類した。

【 テ レ ビ 】 ： 「 中 央 テ レ ビ （ 以 下 は

「CCTV」と記述する）のニュース報道」、

「地方テレビのニュース報道」、「海外テレビ

のニュース報道」、「国産戦争ドラマ」、「国

産その他ドラマ」、「海外ドラマ」、「国内の

テレビ番組」、「海外のテレビ番組」の8項目

【ラジオ】：「国内ラジオ」、「海外ラジ

オ」の2項目

【出版物】：「機関紙」、「地方紙」、「機

関誌」（政府機関が発行した雑誌）、「一般雑

誌」（スポーツ、ファッション、音楽、旅行、

文学誌等）、「国内の評論教養類書籍」、「国

内の小説・随筆・漫画」、「海外の出版物（翻

訳作品を含む）」の7項目

【映画】：「国産戦争映画」、「国産その他

映画」、「海外映画」の3項目

【インターネット】：「国内のネットニュー

ス」、「国内のSNS・BBS・ブログ」、「国内

の動画サイト」、「海外のウェブサイト」の4

項目

　2.2.2　情報源の分類
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実際に、中国人はどのように日本に関する情

報を入手しているのか。回答者の「日本に関す

る重要な
3 3 3

情報源」（複数回答，5つ以内）は図

4に示されている通りである。大きな分類から

見れば、現時点で中国人の日本に関する情報の

獲得は依然としてメディアに依存していること

が明らかである。その中で、「CCTVのニュー

ス報道」が一番高く、利用者数はサンプル全体

の76.9％に達しており、しかもこの傾向は各年

齢層で共通している。それに次いで、2割を超

えたのは「国産戦争ドラマ」（43.5％）と「国

内のネットニュース」（31.3％）、「国産戦争

映画」（29.8％）、「地方のテレビニュース」

（21.3％）、「機関紙」（21.0％）である。す

なわち、海外メディアと比べ、国内メディア

の絶対的優位性がうかがえる。また、ネット

ニュースを除けば、SNS・ブログやオンライン

動画サイトなどインターネットツールの利用は

若年層に限られており、未だに伝統的マスメ

ディアの影響力に及んでいないという現実が示

されている。

性別と学歴による差異を見るために、各群の

サンプルにとって重要な日本情報源の上位5位

を表2に示した。上述の年齢別の分析結果と同

様に、「CCTVのニュース報道」と「国産戦争

ドラマ」の支配的地位が確認されている。男女

の間では大きな差異が見られなかったが、低学

歴者が主に「地方のテレビニュース」や家族、

友人など身近の情報源を通じて情報を獲得して

いるのに対して、学歴が高くなるにつれて、

「国内のネットニュース」の重要度が高くなっ

ている、という学歴による差異が明らかにされ

ている。また、その他の学歴者にとって重要な

情報源としての「国産戦争映画」は、大学院卒

のサンプルでは上位5位に入ることができず、

その代わりに「海外ドラマ」や「学校教育」の

３．日本に関する情報源の利用状況

図4.　年齢別の日本に関する情報源（複数回答）
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本章では上述の調査結果に基づき、中国人が

抱く対日イメージの各要素と情報源の利用との

関連性を実証的に考察したい。そこで、第3章

の分析結果にも示されているように、年齢と性

別、また学歴などの個人の属性が結果に大きな

影響を与える可能性が考えられるため、本研

究はこれらの属性を統制して偏相関分析を行う

ことにした（表3、表4）。分析においては、

対日イメージの各項目の平均得点（「認知・評

価」要素については因子得点）が使用されてい

る。この結果については、4.1以下で情報源別

に、中国の社会的背景を踏まえながら詳細に考

察する。

重要性が認められていることも新しい発見であ

る。但し今回高学歴者サンプルにおいて若年層

が多かったことが調査結果に影響を及ぼしてい

る可能性は否めない。

４．情報源利用と対日イメージ

表2．　性別・学歴別の日本に関する情報源の上位5位

社会心理学では、ある刺激に繰り返しさら

されることで、刺激に対する態度の変化が生

じ、特に好意度や印象が高まるという「単

純接触効果」が長年提唱されてきた（R.B . 

Zajonc,1968；宮本他,2008）。異文化コミュニ

ケーションの研究分野でも、異文化集団間の

接触回数を増やせば、その対象に対する偏見や

排外意識が低減されるという考え方（「接触仮

説」）がある（稲増,1982）。では接触経験が

中国人の対日イメージの形成においてどのよう

な役割を果たしているのか。

全体として、両者の間にポジティブな関連性

が確認されている。具体的に言えば、国のイ

メージに関して、日本での滞在経験及び日本人

の友人との接触経験は日本に対する好感との間

に正の関連性が認められ、また短期滞在の経験

4.1　接触効果の検証
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表3．　性別、年齢及び学歴を統制した対日イメージと情報源利用の偏相関分析

は日本の模範作用に対する肯定と正の相関、長

期居住経験は日本に対する脅威感と負の相関、

日本人の友人との接触は日本への警戒感と負の

相関も示されている。一方、接触経験と日本人

イメージとの間に、特に「認知・評価」面にお

いて有意な関連が見られた項目は比較的少な

い。とりわけ友人関係を含む日本人との接触経

験は日本人イメージとの関連性が非常に低く、

日本人への好感と正の相関を持つのは長期居住

経験のみである。すなわち、日本人との接触経

験に比べ、日本での滞在経験の方が対日イメー

ジの諸要素との相関関係が顕著であると捉えら

れる。

この結果をどのように解釈すれば妥当だろう

か。「接触仮説」に関する諸知見を再確認する

と、実はこの仮説が成立する前提として、接触

行為は「等階層の接触」、「対象集団の高い

地位の人との接触」、「社会的権威や世論の

支援」、「親密な接触」、「快適な状況下で

の接触」、「協力的場面での接触」、「文化

的基盤を同一にする民族間での接触」、「先進

国の国民との接触」などの条件を満たす必要が

あるとこれまでの研究に指摘されている（稲

増,1982）。すなわち、人との接触はその具体
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表4．　性別、年齢及び学歴を統制した日本人のイメージと情報源利用の偏相関分析

的なシチュエーションにより、異なるイメージ

が形成される可能性が示唆されている。

実際に、中国人留学生の日本人イメージを考

察した李（2007）によると、調査対象の大半

は日本で差別された経験を持ち、それが日本人

に対するネガティブなイメージにつながってい

るという。それゆえ、今回の調査結果では接触

経験と日本人に対する認知・評価との間に有意

な相関が見られなかったことは、両者の間に

関連性が存在しないというより、一貫した関連

の傾向性が見出されなかったと理解したほうが

適切だろう。その中で、日本で長期居住の経験

があるサンプルが、日本人に対して高い好感を

持ちながらも、日本人をより肯定的に認知・評

価する傾向が見られなかったのはやや意外な結

果である。その原因の一つとしては、恐らく日

本人に対する理解が深まっていく内に、その認

知・評価が多元的なものとなり、中では肯定的

と否定的な部分が相殺されてしまい、今回の調

査結果に反映されたのではないかと思われる。

すなわち、理解の深まりにより、認知・評価

における偏りが解消され、中庸的なものになっ

ている可能性が考えられる。このような日本人

との接触経験と比べ、日本に滞在する間に自ら
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学校教育の影響については、「教科書・学校

教育」及び「日本語の学習」の2項目を用いて

検証を行った。前者は日本の脅威性に対する評

価との間に正の相関を示しながらも、日本の先

進性や模範作用に対する肯定、更に日本で短期

滞在する希望との間にも正の相関が見られた。

日本人イメージについては、日本男性の「行動

性」及び日本女性の「伝統性」に対するポジ

ティブな評価との間に正の関係を持つことが確

認された。上述の接触経験と異なるのは、一般

学校教育と教科書の内容は基本的に利用者の能

動性と無関係であるため、従って対日イメージ

の形成との因果関係において曖昧な部分が少な

いと言って良い。それゆえ、今回の調査では、

学校教育は日本に対する脅威感の増加につな

がっている可能性が示されていると同時に、全

体として日本と日本人双方のイメージ形成にポ

ジティブな影響も与えている可能性が示唆され

ている結果となった。

では、「反日教育」批判一辺倒のこれまでの

観点と矛盾するように見える上述の結果を如何

に理解すれば良いのか。中国の「歴史」と「国

語」教科書の内容分析を行った李（2007）に

よると、中国の教科書において日中戦争中、日

本の侵略行為によって中国社会にもたらされた

被害が重点的に言及されている一方で、明治

維新後に近代化の道を歩み始め、戦後著しく発

展を遂げて「経済大国」に成長した日本に関す

る諸事情も詳しく紹介されている。これに基づ

き、今回の研究で学校教育と日本の先進性に対

する賞賛や日本の模範作用に対する肯定との間

に正の相関が見られたのもうなずけるだろう。

また、李（2007）は「大多数の日本人民」に

ついて、中国の教科書において「一部の資本家

や帝国主義者」と区別され、「好意的に」取り

扱われている特徴も言及した。過去の戦争相手

国の国民であるにもかかわらず、そのイメージ

と「教科書・学校教育」との間にポジティブな

関連性が検証されたという結果は、この点から

解釈し得るのではないか。

無論、学校教育と日本に対する脅威感との間

に正の関連性が検証されたのも事実である。こ

4.2　「反日教育」に関する検証

体験した、日本の先進的な政治体制や経済の発

展ぶり、良好な社会秩序などは直感的
3 3 3

なもので

あり、日本に対するポジティブなイメージの形

成につながりやすかったのではないかと思われ

る。

但し、上述のように接触経験と日本（特に

国）に対する好意的イメージとの有意な関連性

が確認されたものの、現時点では両者の間に因

果関係が明確にされていないことを指摘してお

きたい。なぜなら、日本に対して好感を持つ人

が積極的に日本へ渡航し、日本人との友人関係

を構築する可能性が排除できないからである。

とはいえ、行動者の能動性が比較的低いと思わ

れる「友人ではない日本人との接触」の項目も

日本での長期居住志望との間に正の相関が見ら

れ、また、全体として対日イメージとネガティ

ブな関連性を持つ項目がなかったことから、接

触行為は対日イメージの形成に負の影響を及ぼ

す可能性が低いと推察できよう。
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の結果は、これまでの「反日教育」に対する批

判にも指摘されたように、中国の学校教育（教

科書）における過去の戦争に関する記述との関

連性が否めないと思われる。しかし上述の考

察から総合的に見れば、そのネガティブな影響

は非常に限定的なものであると言わざるを得な

い。要するに、効果論の観点から言えば、中国

の学校教育を完全に日本に対するネガティブな

感情を育つものというイメージに収斂させては

ならない。

一方、日本語の学習は、対日イメージの15

項目の内の12項目と正の相関を持ち、両者の

極めて緊密でポジティブな関連性が示されてい

る。但し、日本語学習行為の背後には行動者の

高い能動性が無視できないため、日本語の学習

が一方的に対日イメージを向上させると断言

できない。実際に、95年に中国の5都市で実施

された日中共同調査（8）の報告によると、日本

語を第一外国語とする人の学習動機について、

「学校の指定する必修科目だから」（40％）

を挙げる人が最も多く、次いで「進学のため」

や「学びやすいため」、「仕事・研究上の必

要があるため」（26％）が「日本が好きだか

ら」（13％）を大幅に上回っているという結

果も示されている（劉,1998）。これに基づい

て、日本語の学習が肯定的な対日イメージの形

成あるいはイメージの改善にポジティブに寄与

している可能性が大きいと思われる。

メディアの影響については全体の傾向として

以下の特徴が挙げられる。テレビに関して、

CCTVの影響力が地方と海外テレビを遥かに凌

駕し、ニュース報道とドラマがその他のテレビ

コンテンツより対日イメージとの関連性が強

かった。活字媒体においても、地方や一般出版

物と比べて政府機関の発行物の影響力が大きく

捉えられる。映画項目では、国産戦争映画と海

外映画が諸項目において対照的な影響力を示

し、この特徴はドラマ項目でも見られた。これ

らに対して、国内のネットニュースを除き、イ

ンターネットのその他の項目による貢献は目立

たないレベルであった。また、ラジオと書籍類

の利用効果もそれほど顕著ではなかった。この

全体像に基づき、本稿は国営メディアと国産戦

争ドラマ・映画、海外ドラマ・映画、及びイン

ターネットを取り上げて考察を行いたい。

4.3　メディアの影響

日本に関する重要な情報源として強い存在感

を示した「CCTVのニュース報道」は、一方で

は、日本への好感と負の相関、また、日本に対

する脅威感と警戒感との間に正の相関があるな

どネガティブな関連性が明らかにされ、しかし

同時に、日本の先進性と模範作用に対する肯

定、また日本への関心や日本で短期滞在する希

望との間にポジティブな相関も示されている。

同様の傾向は政府機関が発行した新聞や雑誌に

も見られた。すなわち、国営メディアの利用と

対日イメージとの関連性は一元的なものではな

いことが示唆されている。

　4.3.1　国営メディアの立場
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これまで批判を浴びてきた中国の国産戦争ド

ラマ・映画、所謂「反日ドラマ」と「反日映

画」について、今回の調査結果では、その視聴

行為と対日イメージとの間に負の相関が確認さ

れた。すなわち、先行研究に指摘されたこれら

の作品における日中戦争や日本軍人に関する描

写は、中国人の日本に対する脅威感と警戒心、

日本男性に対するネガティブな評価、更に日本

（国・人）への嫌悪感をもたらしたことが否定

できない結果となっている。

但し、留意すべきなのは、この負の関連性は

全項目において一貫しているわけではなく、日

本の先進性と模範作用との間に正の相関も見ら

れたことである。また、日本人イメージとの関

連性では、日本男性と女性との相違に注目され

たい。とりわけ日本男性の「人間性」に対す

るネガティブな評価と「行動性」に対するポジ

ティブな評価ともに国産戦争ドラマ・映画の視

聴と相関していることは興味深い。これを理解

するには近年の作品における戦争描写に現れ

た新たな特徴を確認する必要がある。実のと

ころ、80年代以降は、日本軍の残虐な侵略行

為に重点をおいて批判した過去の作品とは異な

り、「戦争の悲惨さと無意味さを訴え、反戦を

掲げる」（劉,1998）ものが増えてきた。その

中に登場した装備優良で高い戦闘力をもつ日本

軍隊や、武士道精神を重んずる軍人たちはこれ

までの矮小化された愚かで滑稽な日本兵と一線

を画すことができる（江,2013b）。この変化は

日本男性に対する「行動性」と「人間性」の評

価における相反するイメージの形成に寄与した

だろうと考えられる。それに対して、日本女性

イメージとメディア利用との間に全て正の相関

が認められた。このような好意的なイメージの

そもそも、CCTVをはじめとする国営メディ

アは「党・政府の対日方針・政策を宣伝し、世

論に影響を与えることを主な任務としている」

（劉，1998）と指摘されたように、体制的に

決められた役目として民間メディアと大きく異

なるのは自明である。地方紙や一般雑誌では社

会や芸能、スポーツに関する情報が多く取り上

げられるのに対して、政治や外交摩擦のような

国際問題は、多くの中国人は主として国営メ

ディアの報道を通じて知るようになると考えら

れる。川竹他（2004）は、社会一般、文化芸

術に関する「ソフトニュース」と比べ、戦争・

紛争・事件・事故・災害・犯罪などと関連する

「ハードニュース」の報道自体は外国イメージ

をネガティブなものにしやすいと主張してい

る。当然、メディアの報道姿勢にも左右される

のだが、国営メディアはその性質上報道姿勢に

制約が多いことは否めない。

その中で、国営メディアの利用は日本国の先

進性や模範度などの項目と正の相関にあること

も注目に値するだろう。実際に、阪神大震災

（1995年）と3・11東日本大震災（2011年）に

対する中国新聞紙の報道では、機関紙も地方紙

も共通して日本の健全な法制度に基づいた社会

秩序や日本国民の集団意識を称賛する姿勢を示

したようである（劉,1998；雷,2013）。一例に

過ぎないが、そこから中国政府の対日報道の一

側面がうかがえるだろう。

　4.3.2　「反日ドラマ・映画」の真相と「日本ドラマ・映画」の魅力
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形成には、中国の戦争ドラマ・映画、特に80

年代の作品において極端に好意的に作り出され

た「美貌」と「剛柔兼備の性格」を有する「理

想的な」日本女性像（江，2014b）が大きく貢

献していると思われる。無論、これらの人物像

の生産と消費は中国社会の政治・文化的背景と

結びつけて語る必要があるが、いずれにせよ、

中国の戦争ドラマと戦争映画を、必ずしも単純

な「反日」イメージを醸成する要因と定義すべ

きではないのだろう。

他方、海外ドラマ・映画の視聴は対日イメー

ジの諸項目とのポジティブな関連性も際立って

見られる。実際にこれまでの研究に言及されて

いる日本ドラマ・映画の中国での人気、また中

国に輸入された各国のドラマ・映画の数量（9）

から考えても、中国人の対日イメージの形成

において日本のドラマと映画が大きな影響を

与えたことは想像できる。劉（2006）の考察

によると、70年代末期に中国で一般公開され

た『君よ憤怒の河を渡れ』（佐藤純彌監督、

1976年）や『愛と死』（中村登監督,1971年）

をはじめとする数々の日本映画は「社会現象

になるほどの熱狂的な人気を巻き起こした」

という。その中に映し出された「資本主義社会

の物質的な豊かさ」やモダンなライフスタイ

ル、主人公の「洗練されたファッション」が、

長年政治運動の混乱に巻き込まれていた当時

の中国人に想像を絶するほどの衝撃を与えた

ようである。80年代後半になると、テレビの

普及によって日本製ドラマが広く受容され、

CCTVで放送された『おしん』や『赤いシリー

ズ』に描かれた「勤勉、質素、仁愛、忍耐強

い」女性主人公が、中国人の日本人理解に大き

な影響を与えたと言われている（劉,1998）。

90年代以降も、日本のトレンディドラマが現

代の都市生活、若者の恋愛、仕事、流行を一種

のモデルとしてタイムリーに中国の新興ホワ

イトカラー層に示したと指摘されているように

（劉,2006）、中国人が抱く現代日本、特に現

代日本人イメージの形成において、日本ドラ

マ・映画の果たした役割は非常に重要で、無視

できない存在である。

2000年以降、インターネットが中国で急速

に普及し始め、2012年12月31日時点でのユー

ザー数は5.64億に達している（10）。伝統的マス

メディアが中国政府の代弁者として批判を受け

続ける中、インターネットは検閲を突破し、言

論の自由を保持できる革命的な存在として期待

が寄せられている（石,2011）。今回の調査結

果では、ネットニュースと動画の利用は対日イ

メージとポジティブな相関を持つことが確かに

確認されている。但しこの結果に関しては個人

の好みで情報を取捨選択するというユーザーの

能動性による影響を完全に排除することがで

きないため、インターネットの影響を単純に評

価してはならない。また、中国ネット上の「反

日」サイトの存在を懸念する意見も少なくない

が、現時点ではその利用効果が検証できていな

い。ネットユーザーはインターネットを通じて

日本に関する多種多様な情報に接することがで

き、特にSNS・ブログのような個人発信のサー

ビスではこの特徴がより顕著である。今回の

　4.3.3　インターネットへの期待
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以上、本稿は2012年に中国で行ったアン

ケート調査の結果に基づき、中国人の抱く対日

イメージが形成されるプロセスにおいて情報源

が果たしている役割を検討した。本論は社会心

理学分野における「イメージ」の定義を再確認

し、日本の国と国民に対するイメージ、また国

民イメージにおいて日本男性と日本女性イメー

ジを区別して「認知」と「評価」、「感情」、

「行動意図」という4要素から定義された「対

日イメージ」の15項目と、「直接接触」と

「学校教育」、「メディア」、「対人コミュニ

ケーション」の4カテゴリー、合計31項目の情

報源利用との関連性を実証的に考察した。結果

として、以下のことが明らかになった。

まず、直接の接触経験と対日イメージ、特に

国としての日本に対する好意的なイメージとの

間に正の相関が見られたが、現時点で大多数の

中国人は依然として間接の情報源、主としてマ

スメディアに依存して日本に関する情報を得て

いることがわかった。すなわち、直接接触は中

国人の日本認識においてポジティブな役割を果

たしているものの、未だにこの情報手段が十分

に利用されているとは言えない。無論、渡航す

る際にビザの発行や滞在費用など現実の問題が

存在する。しかしこれらの問題がもし解決でき

れば、直接接触は最もストレート且つ有効な手

段として期待できるのではないかと思われる。

また、本稿はこれまで「反日」感情を醸成す

る源とみなされる学校教育や国産戦争ドラマ・

映画と対日イメージの関連性を検証した。確か

に、これらの情報源と対日イメージにおけるネ

ガティブな部分との間に有意な相関が認めら

れ、特に戦争ドラマの視聴は対日（国・国民）

好感度に負の影響を与えていることが明らかに

された。しかし、分析結果から見れば、これら

の情報源は完全にマイナスな対日イメージを作

り出しているとは限らない。例えば、日本の先

進性や模範度、また日本女性に対する賞賛との

５．おわりに

調査で、対日イメージとSNS・BBS・ブログの

利用との間に有意な関連が見られなかったもの

の、それは当該項目の利用者数が少なかったの

も一因といえ、更には、イメージの形成に及ぼ

した影響が一定の方向性を持っていない可能

性、所謂相殺効果も考えられる。インターネッ

トの更なる普及が予想される今後、ネットユー

ザーを対象に改めて調査研究を行う必要がある

だろう。

上述の「直接接触」と「学校教育」、「メ

ディア」と比べ、家族や友人との会話という対

人コミュニケーションの項目は、日本国の先進

性、日本男性及び日本女性に対するポジティブ

な評価との間に正の相関が見られたが、しかし

その影響力は日本に対する「認知・評価」の段

階にとどまっており、「感情」と「行動意図」

要素まで影響が見られないのが特徴である。こ

の意味で、中国人の日本に対する「感情」や

「行動意図」は対人コミュニケーションによっ

て容易に左右されるものではない可能性が示唆

されている。
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間に正の相関も見られた。それゆえ、この３つ

の情報源に単純に「反日」のラベルを貼るのは

妥当とは言えないだろう。それに対して、日本

ドラマ・映画が対日イメージの形成に与える影

響は確実にポジティブなものであると捉えられ

る。

但し、上述のように情報源利用と対日イメー

ジの諸項目との間に有意な関連性が確認された

ものの、相関係数で言えば、0.1前後にとどま

るものが多いことを強調しておきたい。すなわ

ち、中国人の対日イメージは、複合的な情報環

境において形成された多元的なものであると捉

えられ、その形成要因を個別の情報源に帰する

と考えることには無理があると結論づけするこ

とができる。従って、「反日」であると問題視

されてきた中国の国産戦争ドラマ・映画、また

学校教育に対する批判は過剰評価のではないか

と思わざるを得ない。

ところが、今回の考察はサンプルの属性変数

を統制したうえで行ったものであるため、全体

の傾向性がある程度把握できたとはいえ、属性

別に更に検討を深める必要があろうと考える。

例えば、学歴が上がるにつれ、戦争ドラマの重

要性が下がっていく結果から、教育レベルに

よって日本に関する情報源も、当然対日イメー

ジも異なっていることが示唆され、すなわち、

高学歴者の割合が高くなると、社会全体の対日

イメージにおいて変化が生じる可能性を継続的

に観察しなければならない。その他、本研究は

情報源の利用状況と対日イメージとの関連性を

考察したが、各情報源（特にメディア）の具体

的な内容に対する分析は十分とは言えない。

これらを今後の課題として中国人の対日イメー

ジの形成プロセスに関する研究を進めていきた

い。

註
（1） 調査を計画する段階で、農村部での実施も予定していたが、予備調査の結果に基づいて今回の調査は教育レベルが比較的低い農

民層にとって困難であると判断し、都市部のみでの実施にした。都市部では、各年齢層のサンプルを集めやすい大型集合住宅で

実施した。華東、華南、華中、西南では社区のビル番号、階数、部屋番号の偶数のものを抽出し、調査員（雇用した現地の大学

生、華中と西北では現地の調査会社の協力も得た）が対象世代を訪問し、18歳以上（中国の法定成人年齢）の常住人口の人数分

の調査票を配布して当日また翌日に回収した。東北、華北、西北では調査員の人数や実施期間など実際の状況に制約されたた

め、集合住宅の住民管理委員会の協力を得て集合調査を行った。
（2） 各地の有効回収数及び回収率（江蘇省と広東省、江西省はアタック成功率となる）は以下の通りである。遼寧省169票（78.2

％）、河北省159票（64.4％）、江蘇省212票（52.6％）、広東省112票（58.3％）、江西省227票（62.3％）、重慶（直轄市）114票

（57.6％）、陜西省159票（71.3％）。
（3） 男性44.1％、女性54.1％、無回答1.8％。18〜83歳（10代0.7％、20代42.8% 、30代31.3%、40代13.3%、50代8.9%、60代以上2.5%、

無回答0.5％）。「小学校」（1.2％）、「中学校」（5.1％）、「中専（中等職業専門学校）」（10.0％）、「高校」（13.2％）、

「大専（高等職業専門学校）」（28.6％）、「大学」（34.3％）、「修士」（6.6％）、「博士以上」（0.7％）、無回答0.3％。
（4） 中国第六次人口調査（2010年11月〜2011年4月に実施）によると、中国大陸の人口年齢分布は、「0〜19歳」24.1％、「20〜29

歳」17.1％、「30〜39歳」16.2%、「40〜49歳」17.3％、「50〜59歳」12.0％、「60歳以上」13.3％であり、学歴構成は「大学」8.9

％、「高校」14.0％、「中学校」38.8％、「小学校」26.8％となる。但し、地域間また都市部と農村部とのバラツキが非常に大き

いことに留意されたい。
（5） SD項目は、左端にポジティブな項目で、右端にネガティブな項目となる。五件法で測定されている。例えば「先進的（1点）〜
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後進的（5点）」の場合は、得点が高くなるほど「後進的」であると評価されていることを意味する。
（6） 「1」.日本男性（女性）があなた・あなたの家族と結婚する」、「2」.日本男性（女性）があなたの子どもの学校の先生にな

る」、「3」.日本男性（女性）があなたの家の近くに住む」、「4」.日本男性（女性）がレストランやバスなど公共の場所であな

たの近くに座る」、「5」.日本男性（女性）があなたの同僚になる」合計10項目を設置した。各項目の得点を加算して得た平均

値を「日本男性に対する行動意図」と「日本女性に対する行動意図」得点として分析に使用した（α信頼性係数は0.92と0.93とな

る）。
（7） 主因子法・プロマックス回転、固有値1以上の基準で因子抽出。数値は反転後の因子負荷量である。全項目は五件法で測定した

ため、平均得点が3.00以下の項目に対して反転処理を行った。（反転後）と標示した項目は、反転処理したことを意味する。

（8） 1995年1月〜3月に日本国立国語研究所と中国人民大学の共同研究で中国の北京市、大連市、西安市、ウルムチ市、唐山市で実施

した調査。サンプル（778名）の47.3％が日本語学習経験者。
（9） 1980年から90年まで、中国で放送された日本ドラマは38本、アメリカ(45本)に次いで第2位（劉,1998）。2005年〜2011年の間、中

国で輸入許可された海外ドラマの内、日本ドラマ合計43本、香港、台湾、韓国に次いで多い（JRTEO『中国コンテンツ市場調査

2012』）。また1978年〜91年、日本映画合計81本、年間平均7本が中国で一般公開された（劉,2006）。現在テレビとインターネ

ットの映画チャンネルでの公開や、ウェブ上やDVDなどのルートを通じて流通している日本映画・ドラマは完全に把握できない

ほど大きな数にのぼると考えられる。
（10） 中国互聯網絡信息中心CNNIC（http://www.cnnic.net.cn），2014年1月12日現在。
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Abstract

Based on a survey conducted in 2012 at China, this paper empirically discussed how 

information sources affect the Chinese images to Japan. According to the criticism towards 

the “Anti-Japanese Sentiment” in current China society, this study covered four elements: 

“Recognition”, “Evaluation”, “Emotion” and “Behavior”, on the basis of the definition 

of “Image” in social psychology. In addition, study objects are categorized into Japan nation, 

Japanese male and female residents. Moreover, four types of source information, such as “Direct 

Contact”, “School Education”, “Media” and “Interpersonal Communication”, included a 

total of 31 items according to the development and usage of media at China. In particular, this 

paper set up individual investigation items about “Anti-Japanese Education”, “Anti-Japanese 

TV Dramas” and  “Anti-Japanese Movies” that were criticized severely in previous studies. 

 Initially, it is obvious that the most of Chinese people at present are relying on various 

information sources, especially the media, to get information about Japan. On the other hand, 

as the result of the consideration to find out the relationship between the usage of information 

sources and the images to Japan of Chinese, it shows that there are certain kinds of relevance 

between them, however, the tendency is unidentified there. In conclusion, it is unreasonable to 

consider the formation of modern Chinese images to Japan only from single information source. 

It needs to be perceived as a pluralistic product formed in a complex information environment.

The Effect of Information Sources on Modern 
Chinese Images to Japan

Jiang Hui*




